
 
 

 

一 

 
 

 

食
品
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱 

第
一 
機
能
性
表
示
食
品
に
よ
る
健
康
被
害
情
報
の
届
出
制
度
の
創
設
等 

 

１ 

機
能
性
表
示
食
品
を
取
り
扱
う
営
業
者
は
、
そ
の
取
り
扱
う
機
能
性
表
示
食
品
が
人
の
健
康
に
被
害
を
生
じ
、
又
は
生

じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
の
情
報
を
得
た
場
合
は
、
当
該
情
報
を
、
速
や
か
に
、
都
道
府
県
知
事
等
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
第
八
条
の
二
第
一
項
関
係
） 

 

２ 

１
の
届
出
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
等
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
し
、
医
師
等
の
関
係
者
は
、
機
能
性
表
示
食
品
の
摂
取
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
等
が
行
う
機
能
性
表
示
食
品
の
摂
取
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
人
の
健
康
に
係
る

被
害
に
関
す
る
調
査
に
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
新
第
八
条
の
二
第
二
項
関
係
） 

 

３ 

１
の
「
機
能
性
表
示
食
品
」
と
は
、
疾
病
に
罹り

患
し
て
い
な
い
者
（
未
成
年
者
、
妊
産
婦
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め 

 
 

る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
特
定
の
保
健
の
目
的
（
疾
病
に
罹
患
す
る
可
能
性
の
低
減
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
に
資
す
る
成
分
に
よ
っ
て
当
該
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待
で
き
る
旨
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て



 

 
 

 

二 

容
器
包
装
に
表
示
す
る
食
品
（
健
康
増
進
法
第
四
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
用
途
食
品
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定

め
る
食
品
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
食
品
の
販
売
を
開
始
す
る
日
の
六
十
日
前
ま
で
に

内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
を
い
う
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
新
第
八
条
の
二
第
三
項
関
係
） 

 

４ 

営
業
者
が
１
の
届
出
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
営
業
の
許
可
の
取
消
し
又
は
営
業
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
禁
止

若
し
く
は
期
間
を
定
め
た
停
止
の
対
象
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
第
六
十
条
関
係
） 

第
二 

施
行
期
日 

 
 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
４
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
第
一
条
関
係
） 

第
三 

経
過
措
置 

 

１ 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
食
品
表
示
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
食
品
表
示
基
準
に
従
っ
て
容
器
包
装
に
「
機
能

性
表
示
食
品
」
の
文
字
を
表
示
し
て
い
る
食
品
は
、
第
一
３
の
機
能
性
表
示
食
品
（
第
四
及
び
第
五
に
お
い
て
「
機
能
性

表
示
食
品
」
と
い
う
。
）
と
み
な
す
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
第
二
条
関
係
） 

 

２ 

第
一
１
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
営
業
者
が
第
一
１
の
情
報
を
得
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
当



 
 

 

三 

該
情
報
を
得
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
附
則
第
三
条
関
係
） 

第
四 
機
能
性
関
与
成
分
の
科
学
的
根
拠
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
方
法
等
の
検
討 

 
 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
機
能
性
表
示
食
品
に
含
ま
れ
る
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
特
定
の
保
健
の

目
的
（
疾
病
に
罹
患
す
る
可
能
性
の
低
減
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
資
す
る
成
分
（
第
四
に
お
い
て
「
機
能
性
関
与
成
分
」

と
い
う
。
）
の
科
学
的
根
拠
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
機
能

性
関
与
成
分
の
科
学
的
根
拠
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
方
法
並
び
に
機
能
性
表
示
食
品
の
製
造
過
程
の

管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
附
則
第
四
条
関
係
） 

第
五 

特
定
の
成
分
を
過
剰
に
摂
取
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
食
品
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
の
検
討 

 
 

政
府
は
、
機
能
性
表
示
食
品
の
う
ち
そ
の
形
状
、
成
分
の
含
有
量
、
摂
取
の
方
法
等
に
照
ら
し
て
特
定
の
成
分
を
過
剰
に

摂
取
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
機
能
性
表
示
食
品
そ
の
他
こ
れ
と
同
一
の
特
性
を
有
す
る
食
品
の
安
全
性
の
確
保
及
び
こ
れ

ら
の
食
品
の
摂
取
を
原
因
と
す
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
含
め
検

討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 

 
 

 

四 

（
附
則
第
五
条
関
係
） 



 
 

 

一 

 
 

 

食
品
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
八
条
の
二 

機
能
性
表
示
食
品
を
取
り
扱
う
営
業
者
は
、
そ
の
取
り
扱
う
機
能
性
表
示
食
品
が
人
の
健
康
に
被
害
を
生
じ
、

又
は
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
の
情
報
を
得
た
場
合
は
、
当
該
情
報
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

速
や
か
に
、
都
道
府
県
知
事
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

前
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
機
能
性
表
示
食
品

の
摂
取
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

 
 

こ
の
条
に
お
い
て
「
機
能
性
表
示
食
品
」
と
は
、
疾
病
に
罹り

患
し
て
い
な
い
者
（
未
成
年
者
、
妊
産
婦
そ
の
他
の
内
閣
府 

 

令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
特
定
の
保
健
の
目
的
（
疾
病
に
罹
患
す
る
可
能
性
の
低

減
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
資
す
る
成
分
に
よ
つ
て
当
該
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待
で
き
る
旨
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
て
容
器
包
装
に
表
示
す
る
食
品
（
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
四
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別

用
途
食
品
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
食
品
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
食
品
の
販
売
を



 

 
 

 

二 

開
始
す
る
日
の
六
十
日
前
ま
で
に
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
を
い
う
。 

 

第
六
十
条
中
「
第
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
十
三
条
中
「
第
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
第
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
十
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
食
品
表
示
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
食
品
表

示
基
準
に
従
っ
て
容
器
包
装
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
食
品
衛
生
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と

い
う
。
）
第
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
容
器
包
装
を
い
う
。
）
に
「
機
能
性
表
示
食
品
」
の
文
字
を
表
示
し
て
い
る
食
品
（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
を
い
う
。
附
則
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
新
法
第
八
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
機
能

性
表
示
食
品
（
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
に
お
い
て
「
機
能
性
表
示
食
品
」
と
い
う
。
）
と
み
な
す
。 



 
 

 

三 

第
三
条 

新
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
営
業
者
（
新
法
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る

営
業
者
を
い
う
。
）
が
新
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
情
報
を
得
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
当
該
情
報

を
得
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
機
能
性
関
与
成
分
の
科
学
的
根
拠
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
方
法
等
の
検
討
） 

第
四
条 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
機
能
性
表
示
食
品
に
含
ま
れ
る
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
特
定
の
保 

 

健
の
目
的
（
疾
病
に
罹り

患
す
る
可
能
性
の
低
減
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
資
す
る
成
分
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
機
能 

 

性
関
与
成
分
」
と
い
う
。
）
の
科
学
的
根
拠
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
資
す
る
観

点
か
ら
、
機
能
性
関
与
成
分
の
科
学
的
根
拠
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
方
法
並
び
に
機
能
性
表
示
食
品

の
製
造
過
程
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
特
定
の
成
分
を
過
剰
に
摂
取
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
食
品
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
の
検
討
） 

第
五
条 

政
府
は
、
機
能
性
表
示
食
品
の
う
ち
そ
の
形
状
、
成
分
の
含
有
量
、
摂
取
の
方
法
等
に
照
ら
し
て
特
定
の
成
分
を
過

剰
に
摂
取
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
機
能
性
表
示
食
品
そ
の
他
こ
れ
と
同
一
の
特
性
を
有
す
る
食
品
の
安
全
性
の
確
保
及
び

こ
れ
ら
の
食
品
の
摂
取
を
原
因
と
す
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
含



 

 
 

 

四 

め
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 



 
 

 

五 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
機
能
性
表
示
食
品
に
よ
る
健
康
被
害
情
報
の
届
出
制
度
の
創
設

の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
機
能
性
関
与
成
分
の
科
学
的
根
拠
及
び
機
能
性
表
示
食
品
の
安
全
性
を
確
認
す
る
方
法
等
の
検

討
並
び
に
特
定
の
成
分
を
過
剰
に
摂
取
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
食
品
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
の
検

討
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 



 

一 

◎
食
品
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
表 

○
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
（
抄
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
八
条
の
二 

機
能
性
表
示
食
品
を
取
り
扱
う
営
業
者
は
、
そ
の
取
り
扱
う
機

能
性
表
示
食
品
が
人
の
健
康
に
被
害
を
生
じ
、
又
は
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
る
旨
の
情
報
を
得
た
場
合
は
、
当
該
情
報
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
都
道
府
県
知
事
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

② 

前
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
に
つ
い

て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
機
能
性
表
示
食
品
の
摂
取
に
よ
る
も
の
と
疑
わ

れ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

③ 

こ
の
条
に
お
い
て
「
機
能
性
表
示
食
品
」
と
は
、
疾
病
に
罹り

患
し
て
い
な

い
者
（
未
成
年
者
、
妊
産
婦
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に

対
し
、
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
特
定
の
保
健
の
目
的
（
疾
病
に
罹
患
す

る
可
能
性
の
低
減
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
資
す
る
成
分
に
よ
つ
て
当
該
特

定
の
保
健
の
目
的
が
期
待
で
き
る
旨
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
容
器
包
装

に
表
示
す
る
食
品
（
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
四
十

三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
用
途
食
品
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
食

品
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
当
該
食
品
の
販
売
を

開
始
す
る
日
の
六
十
日
前
ま
で
に
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
を
い

（
新
設
） 

                



  

二 

う
。 

 

第
六
十
条 
都
道
府
県
知
事
は
、
営
業
者
が
第
六
条
、
第
八
条
第
一
項
、
第
八

条
の
二
第
一
項
、
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
第
二
項
若
し
く

は
第
三
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
九
条

第
二
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
、
第
五
十
二
条

第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
第
七
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
、
第
五
十
五
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く

は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
条

件
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又

は
営
業
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
期
間
を
定
め
て
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

② 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
営
業
者
（
食
品
、
添
加
物
、
器
具
又
は
容
器
包
装
を

輸
入
す
る
こ
と
を
営
む
人
又
は
法
人
に
限
る
。
）
が
第
六
条
、
第
八
条
第
一
項
、

第
八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三

条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第

三
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
、
第
五
十
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
、

第
五
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場

合
又
は
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十

  

第
六
十
条 

都
道
府
県
知
事
は
、
営
業
者
が
第
六
条
、
第
八
条
第
一
項
、
第
十

条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
六
条
、

第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
、
第
二
十
条
、
第

二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十

条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
、
第
五
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
違
反
し

た
場
合
、
第
五
十
五
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
場
合
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
同
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
営
業
の
全
部
若
し
く
は
一

部
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
期
間
を
定
め
て
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

② 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
営
業
者
（
食
品
、
添
加
物
、
器
具
又
は
容
器
包
装
を

輸
入
す
る
こ
と
を
営
む
人
又
は
法
人
に
限
る
。
）
が
第
六
条
、
第
八
条
第
一
項
、

第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第

三
項
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第

四
項
、
第
五
十
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
、
第
五
十
二
条
第
二
項
若

し
く
は
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
又
は
第
七
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に



 

三 

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
営
業
の

全
部
若
し
く
は
一
部
を
禁
止
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
停
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

第
七
十
三
条 

厚
生
労
働
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
は
、
飲
食
に
起
因
す
る
衛

生
上
の
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
第
八
条
第
二
項
（
第
八
条
の
二
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
十
三
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う
こ
と
そ
の
他
相

互
の
密
接
な
連
携
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

よ
る
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
営
業
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

禁
止
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

第
七
十
三
条 

厚
生
労
働
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
は
、
飲
食
に
起
因
す
る
衛

生
上
の
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
六
十
三
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う

こ
と
そ
の
他
相
互
の
密
接
な
連
携
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 


